
　結果概要

食品/食品

A社、B社、C社、D社、E社、F社、G社

Ⅱ．貴社の評価結果概要Ⅱ－１．総合・分野別スコア概要

貴社指定企業
(計0社)

貴社業種
（AQ1回答/分析用）

総合偏差値

⼈材活⽤⼒

イノベーション⼒

市場開拓⼒

貴社偏差値

55.7

56.2

指定企業
平均偏差値

40.8

37.9

42.2

48.4

56.5

51.8

業種平均
偏差値

52.5

52.7

49.7

54.6A+

貴社ランク

A++

A++

A++

20 30 40 50 60 70 80 90 100

同業種平均 指定企業平均 貴社

＜分析用業種について＞
評価で業種別の調整を⾏う場合には貴社がAQ1で回答している業
種を使用していますが、当レポートでは、貴社の回答業種や指定企
業の業種などを参考に弊社にて付与した「分析用業種」を使用してい
ます。以下「業種平均」は、この「分析用業種」が貴社と同じ企業の
平均を表しています。

全企業の最低偏差値 全企業の最高偏差値

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※本編約80p＋データ編約100pの構成です。
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。 先⾏納品

（予約特典）
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　1.指標別まとめ

＊赤いラインが偏差値50（平均点）

偏差値

貴社 指定企業
平均 ギャップ

Ⅲ．項目・指標別分析

4.2

ダイバーシティの推進

Ⅲ－１．指標別偏差値

54.9 58.9 -4.0

方針・計画と責任体制 48.4 59.3 -10.9

テクノロジーの導入・活用

人材
活用⼒

共通

ワークライフバランス 52.7 55.2

3.8

人材への投資 56.4 60.2 -3.8

多様で柔軟な働き方の実現 60.4 56.6

57.2 55.0 2.2

58.3 58.6

イノベー
ション⼒

新事業、新技術への投資 60.7 53.9 6.8

イノベーションの推進体制 48.2 55.7

市場
開拓⼒

ブランド⼒ 59.4 55.2 4.2

市場浸透 44.9 46.7

65.6 61.4

-2.5

-1.8

市場拡大 52.4 60.8 -8.4

-7.5

社外との連携 53.0 59.4 -6.4

エンゲージメント -0.3

人材の確保・定着と流動性

フィードバック資料記載の14指標ベースで、偏差値の分布と指定企業との比較を表示しています。
同じ偏差値でも、分布（最高・最低や密集度合い）によって意味合いは異なってきます。偏差値の全社平均は50（赤線）であるため、
例えば「市場拡大」のように分布が右に広がっている場合は多くの企業が偏差値40台に密集し、一部の飛びぬけた企業が90近い偏差値を出している一方、
「人材の確保・定着と流動性」のように分布が左に広がっている場合は多くの企業が偏差値50台に密集し、極端に悪い企業が一部存在している、といったことが読み取れます。
ギャップは貴社偏差値－指定企業平均偏差値で算出しており、指定企業に差をつけられている項目ほどマイナス幅が大きくなります。

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同業種平均 指定企業平均 貴社
全企業の最低偏差値 全企業の最高偏差値

フィードバック資料に掲載されている指標ベースでの、貴社と指定企業
平均の位置付けを一覧できる形で表しています。
全企業の最高・最低偏差値と併せて確認することで、スコアを上げやす
い指標、上げにくい指標がひと目で分かります。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。

先⾏納品
（予約特典）
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　1.導⼊と活⽤の関係〜⼈材活⽤全体

＜左図の各エリア毎の社数分布＞

*偏差値30台は30未満を含みます

Ⅲ－３．制度・しくみの導入と活用 Ⅲ．項目・指標別分析

6 34 14
17

35

13 108 61 3
98

99

50 53 3
98

34

88 19 1

30

40

50

60

70

80

30 40 50 60 70 80

全体
指定企業
指定企業平均
貴社

人材活用の制度・しくみについて、導入状況と活用状況それぞれの得点の偏差値を軸に、回答企業をマッピング。
回答企業全社、指定企業内における貴社のポジショニングを把握できます。

制度・しくみは充実しているが
活⽤されていない制度・しくみが不⾜している

制度・しくみは豊富ではないが
活⽤されている

制度・しくみが充実し
活⽤されている

人材活用の制度・しくみの導⼊状況（偏差値）

人
材
活
用
の
制
度
・
し
く
み
の
活
用
状
況
（
偏
差
値
）

導⼊ ＜ 活⽤

導⼊ ＞ 活⽤
導⼊ ＞ 活⽤

導⼊ ＜ 活⽤

右下は、取り組みの選択肢に多くチェックしているも
のの、数量値の回答のレベルが低いことを表してい
ます。単純に取り組みから日が浅く成果が出ていな
い場合もありますが、数量値の回答欄を十分に埋
められていないケースや、選択肢設問で実態よりも
過大にチェックしすぎているケースが多いです。

左上は、数量値の回答レベルに比べて取り組みのチェックが少ない状
況を表しています。歴史が浅い、組織の規模が大きくないなど制度を定
めなくてもうまく回っている企業もありますが、規模が拡大してくるとうまく
いかなくなることがあります。また、選択肢を厳密に解釈しすぎているの
が原因で、本来ならばもっとチェックをつけられるケースもあります。

人材活用⼒の各指標を、制度・仕組みの「導入」と「活用」に分類し、
貴社や指定企業が制度・仕組みの「導入」と「活用」のどちらが進んでい
るのかを診断します。これにより、貴社が人事施策としてメニューの充実
を図ればよいのか、あるいはすでにあるメニューの浸透を図ればよいのか、
と言ったことに対しての示唆が得られます。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。
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　1.３分野共通項目・⼈材活⽤⼒①

＜３分野共通＞
方針・計画と責任体制
導入しているテクノロジー
テクノロジーの活用
先進的・ユニーク施策

＜人材活用⼒＞
⼥性の役員・執⾏役員登用
⼥性の管理職登用（部⻑以上）
⼥性の管理職登用（課⻑）
昇進・待遇の男⼥差
⼥性の積極採用・活躍推進
⼥性の就業継続
シニアの雇用
ミドル・シニアの待遇
外国人の役員・管理職登用
少数者への配慮
育児休業（⼥性）
出産からの復職
育児休業（男性）
育休復帰・男性育休取得⽀援
介護・病気療養と仕事の両⽴⽀援

Ⅳ－2．詳細項目　指定企業との比較

貴社
偏差値

指定企業平均 指定企業トップ
偏差値 ギャップ 偏差値 ギャップ

Ⅳ．詳細項目分析

59.5 59.1 0.4 46.4 13.1
50.8 58.0 -7.2 70.1 -19.3

42.4 58.1 -15.7 85.1 -42.7
62.1 58.8 3.3 78.3 -16.2

60.3 58.0 2.3 79.3 -19.0

60.0 53.5 6.5 64.4 -4.4
63.0 54.4 8.6 64.0 -1.0

58.7 58.4 0.3 52.3 6.4
66.2 60.3 5.9 64.9 1.3

43.5 60.1 -16.6 54.2 -10.7
47.7 54.1 -6.4 64.7 -17.0

44.7 68.4 -23.7 51.3 -6.6
48.3 48.7 -0.4 56.1 -7.8

59.5 48.6 10.9 60.2 -0.7
57.7 60.3 -2.6 59.3 -1.6

49.1 54.0 -4.9 73.7 -24.6
57.2 55.2 2.0 62.1 -4.9

61.2 45.7 15.5 57.7 3.5
52.4 53.2 -0.8 62.9 -10.5

ここでは14指標をさらに細分化した詳細項目について、指定企業と比較しています。
指定企業は平均を線で表しているのに加え、⻘い点が指定企業各社を表しています。
ここでの偏差値は得点率の偏差値を表しています。貴社、あるいは貴社の所属する業種にとって重要度の低い項目に関しては、一部配点から外したり配点の割合を
下げるなど全体に与える影響度を⼩さくする配慮をしている場合があり、必ずしも得点を下げる大きな要因になっているとは限りません。
なお、記者評価の項目に関しては、貴社偏差値・指定企業偏差値とも非公開となっておりますのでご了承ください。

20 40 60 80 100

全企業の最低偏差値
全企業の最高偏差値

〜

指標をさらに細分化した項目ベースでも、貴社と指定企業の偏差値を
比較しています。指定企業は平均だけでなく、1社1社プロットしているた
め、各社の分布も⾒ることができます。
※どの点がどの企業かはわからないようになっています。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。
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　1.属性別認知率/ブランド評価

＜一般・属性別＞

6 ＜ビジネスパーソン・属性別＞

7

＜一般・属性別＞

#

#

＜ビジネスパーソン・属性別＞

非製造業 61 52.6

ブランド評価（偏差値）

製造業 53 58.7

⼥性35歳以下 52 52.6

⼥性36歳以上 58 58.7

男性35歳以下 56 57.8

86.9

男性36歳以上 58 57.6

87.5

84.2非製造業

⼥性36歳以上

製造業

社名認知率（％）

貴社 指定平均

指定平均

81.2

84.5

88.1

90.1

75.8

80.5

79.4

84.5

貴社

87.1

Ⅴ．関連分析Ⅴ－１．ブランド評価詳細

男性35歳以下

男性36歳以上

⼥性35歳以下

ブランド評価ではまず社名を知っているかを尋ねた上で、その企業を知っていると答えた人のみに、イメージを訊ねています。
その上で「ブランド戦略サーベイ」のフレームに基づき、各スコアを偏差値化したものが「ブランド評価」になります。
社名を知っている人のみが評価をしているため、認知度が低い方が、ブランド評価は若⼲上振れしやすい傾向があります（認知度が高いと中間的な回答が増えるため）。

全体
指定企業
指定企業平均
貴社

B
P

一般消費者

一般消費者に
よく知られている

ビジネスパーソンに
よく知られている

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
一般消費者

B
P

一般消費者の
評価が高い

ビジネスパーソンの
評価が高い

緑と⻘の縦線はそれぞれ
「貴社」「指定平均」の総
合（全属性）です

プレミアム版では、ブランド調査における貴社と指定企業の認知率やブ
ランド評価を比較可能です。一般人とビジネスパーソンについて属性別
で記載しているため、認知率や評価向上に取り組む際のターゲットを特
定できます。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。
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　2.所属するグループの特徴

貴社グループ︓

正社員⼥性比率 ％

正社員100人あたり非正社員人数 人

連結従業員のうち国内勤務者割合 ％

現業職の割合 ％

正社員のうち地域限定正社員比率 ％

正社員100人あたりIT人材 人

入職率（新卒+中途） ％

離職率 ％

加重平均労働時間 時間

平均年間給与 万円

在宅実施率（2023年3⽉） ％

正社員1000人あたり転勤人数 人
←低い 高い→

認知率

BtoC比率

海外顧客向け売上比率

ネット経由売上比率

5.3
1.1

1960
950
27

20.1

6.8

Ⅴ－２．SW企業タイプ分析 Ⅴ．関連分析

貴社の所属する2つのグループの属性的な大まかな特徴はこちらで確認できます。帯グラフの両端が概ね最も値の⼩さいグループの平均値〜最も値の大きいグループの平均値になるような表示
となっています（このため貴社値がグラフの範囲外となっている場合もあります）。

a3 a4 貴社

26.7
3.6
60
11
3.3

最⼩値〜25％ 25％〜中央値 中央値〜75％ 75％〜最大値

a3a4

a3a4

a3 a4

a3 a4

a3a4

a3 a4

a3 a4

a3 a4

a3 a4

a3a4

a3 a4

a3a4

a3a4

a3a4

a3a4

a3 a4

全社平均

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。

New!

人員構成や回答内容を分析して特徴ごとに企業を15グループに分類
し、貴社を2つのグループに割り当てています。所属グループのプロットと
貴社プロットを確認することで、どの特徴でグループと似ているのかを判断
できます。
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該当社数︓ 社 ■上位10社平均の高い項目 ■このグループの特徴

■このグループの上位企業（五十音順） オープンイノベーションの取組
顧客把握

A社 F社 先進的・ユニーク施策
B社 G社 ベンチャー・スタートアップ連携
C社 H社 イノベーション推進の社内制度
D社 I社 導入しているテクノロジー
E社 J社 従業員の社外活動⽀援

■上記の10社と比較してギャップが大きい項目 ■このグループの業種構成

顧客把握
広告、PR⼒
海外M&A・海外進出
育児休業（⼥性）
研修費
出産からの復職
オープンイノベーションの取組
先進的・ユニーク施策
外国人の役員・管理職登用
労働時間（過重労働の防止）

Ⅴ－３．SW企業タイプ分析　所属グループ上位10社との比較 Ⅴ．関連分析

貴社
偏差値

上位10社平均
偏差値 ギャップ

グループa3 85

53.4 68.8 -15.4

51
59
4
52
48
2
23

50.2 73.8 -23.6
44.7 61.2 -16.5

42.9 52.8 -9.9

40.6 53.5 -12.9

51.5 59.4 -7.9

58.2 68.2 -10.0

48.9 55.4 -6.5

67.8 75.9 -8.1
65.1 73.2 -8.1

51
4
13
34

59
56
62
15
24
16

20 40 60 80 100

エネル
ギー
鉄鋼・
非鉄素材電機・

精密機械輸送用
機器医薬品

食品

日用品
住建

不動
産・倉

庫
運輸サービス

情報通
信

商社

⼩売・
外食

⾦融

人材への投資が非常に強く、研修や学び直し⽀援に積極的なこと
が特徴。テクノロジーや健康経営についても全社的な仕組みを整え
、推進してく⼒があります。
上位企業の特徴としては、従業員の社外活動を⽀援してさらなる
学び直しを促すことや、社内だけでなくオープンイノベーションに熱心
なことが挙げられます。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。

New!

割り当てられたグループの特徴とグループ内上位企業、上位10社で高
い項目や貴社と比較してギャップの大きい項目を示しています。
グループ上位と比較することにより、貴社の改善しやすそうな項目や、強
みとなる可能性のある項目を把握できます。
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課題︓

■課題例︓ ■課題に対する取り組みの例︓

■上記課題に対応する指標︓

部⻑相当職　平均年齢
正社員全体・⼥性比率（2022年度末）
新卒入社⼥性比率（20年4⽉〜23年3⽉入社）
中途入職率（2022年度）

*「参照ページ」は対応するデータ編のページ番号

％ 37.9 36.5 45.4 30
％ 2.0 2.2 2.5 18

歳 55 52.9 51.9 28
％ 33.8 29.0 39.4 30

指標 単位 貴社回答 グループa3
平均

グループb2
平均

参照
ページ

Ⅴ－4．タイプごとの課題と指標 Ⅴ．関連分析

多様性の確保

新たな発想が意思決定に活かされる環境を作るため
マネジメント層での多様性が重要

・ダイバーシティ推進に関する宣言を経営トップから発信し、社内への浸透を図
る。
　また、ダイバーシティ推進のための専門部署を設置し、採用・教育・登用などの
　観点から推進に取り組んでいる

・アルムナイ採用・カムバック採用を制度化する。第2新卒や性別、国籍を問わず
　中途採用を募集し始めた。また専門的な職種以外でも中途採用を始めた

・⼥性や外国籍、障がい者の社員のインタビューやコメントを採用HPや
　統合報告書に載せる。併せて在宅勤務や職場環境の整備を通じて、
　だれでも働きやすい環境を整備する

技術職など特定の職種では⼥性管理職育成の前に
⼥性⾃体の⺟数を増やす必要がある

社員一⼈ひとりの個性や強みが
経営や日常の業務に反映される環境の整備

ここではタイプごとに抱えていると思われる課題と、それに対応したKPIになりうる項目を紹介します。また、項目の数値改善に寄与する取り組みも併せて記載しています。

人員構成や回答内容を分析して特徴ごとに企業を15グ
ループに分類し、タイプごとに抱えていると思われる課題
例・課題に対する取り組み例を開示しています。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。

New!
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　2.多様で柔軟な働き方

■BQ65.人材活用に関する先進・ユニーク施策【多様で柔軟な働き方】

転居転勤を要する事業所への異動発令時であっても、生活の拠点として社に登録している「居住登録
地」で、テレワークをベースに業務に従事する働き方として「■■」を導入した。これにより、単身赴任と
ならずに家族と過ごすことも可能となり、働き方の柔軟性を高めている。

育児休業開始後、約1か月の給与を支給している。育児休業からの復職後は、復職者両⽴⽀援セミ
ナーを開催し、社内外を問わずパートナーの参加を可能とすることで、⼥性に偏りがちな育児に男性も
積極的に参加することを促すとともに、両⽴社員の上司にはセミナー参加を必須として、両⽴社員の
キャリア形成を共に考える機会としている。

■■と名付け、男性の1か月育休取得（有給）を必須化している。事前の業務調整や棚卸を⾏うこ
とで、業務の平準化にもつながり、取得者本人だけでなく、チーム全体での業務効率化にも貢献してい
る。また、取得者やその上司の座談会を実施し、イントラ等を通じて啓発活動を⾏うことで、組織への浸
透も図っている。

事業所内保育所の運営受託を⾏う■■株式会社を設⽴。■■の運営に加えて、●●年には他企業
の事業所内保育所の設⽴支援、運営も受託している。●●年から男性向け育休トレーニング「■■」
を開始。保育士が講師を務める体験型トレーニングにより、男性が育児への当事者意識を持ち、家族
全員がチームとなって子育てしながらキャリアを築けるよう⽀援している。

原則⽔曜・⽊曜定休だった営業拠点において、『社員が一⻫に日曜に休む「日曜定休」』・『営業所は
閉めずに、社員が土日のどちらかを交代で休む「シフト制」』を一部物件にトライアル導入。顧客満⾜度
や売上を下げることなく、社員の働きやすさ向上を実現できた一方、全拠点一律の日曜定休を望まな
い声もあるため、多様な働き方の環境整備に向けた効果や課題を検証するべく、継続トライアルを実施
予定。

基本方針に掲げる「■■」の実現に向け、社員の柔軟な働き方をバックアップするコアタイムのない「フレッ
クスタイム制度」（スーパーフレックス）、半日有休を時間帯を固定せず取得可能な「フレキシブル有
休」、「私用外出」、業務中のリフレッシュを10分単位で認める「リフレッシュタイム制度」などを総称する
「■■制度」として導入。2022年4⽉には社員要望によりドナー休暇制度を導入。

国の出生時育児休業（産後パパ育休）が10⽉1日より開始され、法定の制度では出生時育児休
業給付⾦として給与の約67％が⽀給されるところ、当社は100％有給として導入しています。2030
年度までに男性育児休業取得率100％達成を目標に掲げ取り組んでいますが、2022年度の男性育
休取得率は90.5%と大幅に向上しました。

サービスを使用しなければ就労することが困難な0歳〜⼩学校3年生を養育している従業員に向けてベ
ビーシッター利⽤時の割引券を発⾏。年間で616,000円分割引券を発⾏し、一般的に高額と言わ
れるベビーシッターの費用を補助。家庭と保育等施設の間の送迎や、家庭内における保育や世話（在
宅勤務時も利用可）の際に使用することで、従業員の仕事と育児の両⽴を支援している。

育児や介護など時間に制約がある働き方を1カ月間疑似体験する「■■」。突発対応を想定した働
き方を意識することで、残業時間を前年同⽉比4割減の成果や施策導入前には29％であった男性育
休取得率は73％まで上昇するなどの成果がでている。またライフイベントを迎えた時に、高い成果を創
出しながら働き続けるために必要な周囲のマネジメント向上や、組織カルチャー変革のきっかけにもつ
ながっている。

がんを含む疾病・傷病で⻑期的な治療が必要になった際は所属⻑・健康管理室・⼈事課と社内の両
⽴支援コーディネーターが時に主治医とも相談しながら個人の病状・通院の頻度・就業状況に合わ
せた両⽴支援プランを策定し、職場全体で支援体制の構築、治療と仕事の両⽴に向けたサポートを
実施している。また、がん両⽴⽀援⾦制度として健康保険適用外の先進医療費が発生した場合、その
費用を補償する制度やがん所得補償制度を策定。

Ⅵ－1．人材活用に関する先進・ユニーク施策 Ⅵ．自由記述回答集

ここでは実際に評価を得た具体的な回答を紹介しています。回答は評価の高い順に並んでいるわけではなく、また全ての高評価事例を公表しているわけではありません。
（できるだけ原文のまま載せていますが、社名がわからないよう固有名詞を一部削除したり、文字数調整のため部分的に編集をしています）

「■■制度」。多様化する「個人の価値観」を踏まえ、働く“地域”を柔軟に選択できることで、従業員
の就業継続を⽀援することが狙い。育児や配偶者との同居などを理由に一定期間勤務地を固定 or
希望勤務地への転勤が可能となる。対象者当たり■■の枚数は2枚あり、1枚あたり最大3年の効果
がある。※介護や看護などは■■を使用しなくても会社側が配慮を⾏い運用。

年間30日を上限に約40の国と地域からリモート勤務が可能な■■制度を導入。社員がイントラネット
で⾃分の国籍等を⼊⼒すると、税制や輸出管理上、リモート勤務しても問題のない国や地域が表⽰
され、リモート勤務を申請できる。国籍と働く場所を組み合わせると2千通り以上になる。国内外グルー
プ社員158名が制度を活用して海外リモートワークを実施。

配点対象となっている自由記述設問については、回答傾向の分析に加
え、高評価を得た回答の一部を紹介しています。
※個社が特定できないよう配慮しています。
取り組みの参考、回答方法の参考としてお使いいただけます。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。
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　1.属性・経営関連データ

組織形態 指名委員会等設置会社の割合
統括責任者【人材活用】 「執⾏役員以上」の割合
統括責任者【イノベーション】 同上
統括責任者【市場開拓】 同上
人的資本経営の推進方針 「方針を定め開示・実施」の割合
経営トップの後継者育成【候補リストを作成】
経営トップの後継者育成【採用段階から区別】

職掌別構成⽐率【総合職】
職掌別構成⽐率【現業職】
取締役（社内）平均年齢 指名委員会等設置会社は執⾏役を表示

取締役（社内）最年少年齢 同上
執⾏役員平均年齢
執⾏役員最年少年齢
正社員⼥性⽐率
正社員1000人あたり外国人社員数
正社員100人あたり非正社員数 フルタイム以外も含む
正社員100人あたり継続雇用者数
正社員平均年齢（男性）
正社員平均年齢（⼥性）
平均勤続年数（男性）
平均勤続年数（⼥性）

貴社業種
指名委員会等 5.9% 3.5% 3社

Ⅶ－1．データサマリー Ⅶ．データサマリー

実施内容 貴社回答
実施率 指定企業

実施社数 備考 参照
ページ全体

執⾏役員以上 75.2% 86.0% 10社
本部⻑以下 56.7% 64.0% 10社
執⾏役員以上 53.0% 53.5% 10社
方針を定め開示・実施 62.7% 67.4% 10社

- 29.1% 29.1% 9社
- 8.2% 8.1% 4社

実績指標 単位 貴社回答
回答平均値

備考 参照
ページ全体 貴社業種 指定企業

％ 79 74.5 60.9 71.7 14

歳 58 60.6 61.9 61.1 27
％ 11 10.7 25.7 13.4 14

歳 52 56.8 58.5 57.2 27
歳 51 53.9 56.6 54.3 27

％ 20.6 27.0 16.1 26.8 30
歳 50 50.4 52.7 51.1 27

人 2.4 51.2 10.6 80.9
人 2.8 11.3 6.3 10.7

歳 45.7 42.2 42.5 41.9 12
人 4.4 5.6 4.7 6.0

年 21.8 16.0 17.9 15.9 25
歳 38.5 38.8 40.3 38.7 12

年 13.2 12.7 14.4 12.9 25

自社と指定企業の回答内容について、特に評価上差がつきやすい項
目を中⼼に⾒やすくまとめています。スコアベースではなく調査票の回
答ベースで、指定企業と⽐較した強み、弱みを一覧できます。

ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。
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　7.課⻑相当職以上【ライン職】⼥性⽐率（BQ11）

≪分析軸別平均値≫ ≪データの分布≫ ≪ヒストグラム≫
（％）

◆

◆ 　S+以上（偏差値65〜）
　S （偏差値60〜65）
　A++（偏差値55〜60）
　A+ （偏差値50〜55）
　A以下 （偏差値〜50）

12.17.4 22.3 6.2

7.9
7.5

指定企業 5

最低 平均 中央値

8.9
全体 793 74.0 0.0 7.9 5.3

最高
【総合評価】

10.6 社数

小売・外食 12.2
貴社 8.8 ％⾦融 13.8

サービス 16.3
情報通信 10.3

商社 4.4

住建 2.7
不動産・倉庫 9.3

運輸 7.7

医薬品 11.8
食品 7.6

日用品 13.6

電機・精密 4.6
機械 3.6

輸送用機器 2.0

エネルギー 3.4
鉄鋼・非鉄 1.9

素材 3.8

【業種（分析用）】

Ⅲ－２．経営陣・管理職関連データ Ⅲ．人材活用関連データ

課⻑相当職以上＝執⾏役員・部⻑相当職（ライン）・課⻑相当職（ライン）の合算です。
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ベンチマークレポート（プレミアム版） Sample
※ベンチマークレポートは、PDFでのご提供となります。

評価に使用している様々なデータの集計値を、貴社と指定企業のプ
ロット付きで⾒やすく表示しています。
四分位ごとに⾊分けしたデータの分布から、回答内容の密集度を把
握できます。
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